
-19-

トマトの省エネルギー栽培管理方法

１．試験のねらい

本県におけるトマト栽培のハウス温度管理は、これまで午前中の温度より午後の温度を低めにし、

最低夜温10℃以上を確保する方法がとられてきた。一方で、日平均温度の積算温度が同じであれば

トマトの生育や収量に影響がないとの理論が近年提唱されている。そこで、昼間は太陽光での高

温管理、夜間は暖房の設定温度を極力下げる低夜温管理方法により、省エネルギーと高品質多収

生産が両立できるトマト栽培管理方法を確立する。

２．試験方法

(1)供試品種 穂木：麗容、台木：ブロック

(2)温度管理方法

処 理 区 温度設定方法（午前－午後－夜間）

省エネ１ 23－28－８℃

省エネ２ 28－28－６℃

省エネ３ 28－28－８±１℃（慣行区の積算温度と同等となるよう、夜間温度を週単位で変更した。）

慣 行 23－20－10℃

注１．省エネ１、２、３区の温度設定は、夜間のハウス内温度が10℃を下回る期間（11月20日から４月30日）に限り、それ以外は慣行に準じた。

２．昼間は加温をしなかったため、曇雨天日の温度は設定に達しなかった。

３．降雪日には、 融雪や地温確保のため、各区とも夜温12℃を確保した。

(3)栽培概要 平成22年８月27日播種、11月５日に１花咲きで定植した。施肥は、基肥としてBBト

マト専用１号（８-12-８）をａ当たり窒素成分で2.0kg施用した。畝間200cm、株間23cmの１条植

えとした。摘心は４月13日に開花房（概ね第９～10段果房）上２葉を残して行った。

３．試験結果および考察

(1)ハウスの日平均温度は、厳寒期にあたる12月から２月までは日中高温処理と低夜温を組み合わ

せた省エネ１区、２区は慣行区より低かったが、栽培全期間（11月～６月）を通すと各処理間差

は僅かで、慣行区と省エネ３区は同程度であった（表－１）。

(2)主茎長は、慣行区と省エネ３区は同様に推移し、伸びる速度は、慣行区、省エネ３区＞省エネ

１区＞省エネ２区の順となった（図－１）。

(3)開花果房の推移は、各処理とも同様であった（図－２）。

(4)可販果収量は、省エネ２区がやや劣ったが、他は差がなかった。また、可販果数は、省エネ３

区が最も多く、１果重は省エネ１区と慣行区が大きかった（表－２）。

(5)燃料消費量は慣行区に比べ、省エネ１区で26％、省エネ２区で46％、省エネ３区で21％の削減

ができた。10a当たりの経営試算では、燃料費で39～17万円の節減となり、果実販売と合わせた

損益では、省エネ１区で13万円、省エネ３区で31万円の増益が見込めた（表－３）。

４．成果の要約

昼間を高温に管理し夜間の暖房温度設定を下げる管理方法により慣行栽培と同程度の日平均温

度の積算温度を確保すれば、燃料費の節約が可能なうえ、収量、品質は同等に確保でき、所得の

向上が見込める。
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